
背　景

・素粒子研究用HPCシステムのPCサーバとストレージのさらなる処理能
力向上が求められていた。一方、その構成システムの増加に伴い運用
管理の負担が増加、研究者の研究時間が大幅に削がれるようになって
いた

ソリューション

・クアッドコア・プロセッサーを2基搭載したPowerEdge 1950Ⅲによる処
理能力の向上

・PowerEdge R300とPowerVault MD1000による信頼性の確保とスト
レージ容量の拡充

導入効果

・データ処理時間の短縮を実現
・耐障害性を高めたストレージ環境の構築
・24時間365日のサポートによる運用管理負荷の大幅な削減

デル選定のポイント

・3年間の標準メーカー保証による保守コストの抑制

システム構成

・計算ノード用サーバ：PowerEdge 1950Ⅲ×50台
・ストレージ管理用サーバ：PowerEdge R300×16台
・ストレージ：PowerVault MD1000×16台
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名古屋大学
大学院理学研究科
高エネルギー
素粒子物理学研究室

HPCソリューション
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名古屋大学大学院理学研究科
高エネルギー素粒子物理学研究室
物質の究極構成要素である素粒子と、その世界を支配する自然法則
を実験的に探求。電子・陽電子非対称衝突加速器（KEKB、高エネル
ギー加速器機構）での大規模国際共同実験（Belle実験）において、
CP Violationと呼ばれる粒子世界と反粒子世界の物理法則の非対
称性の実験的な追求を進め、多くの成果を挙げるのに貢献している。

http://www.hepl.phys.nagoya-u.ac.jp/

クアッドコア搭載の
PowerEdge 1950Ⅲで
素粒子研究用HPCシステムの
処理能力を1.5倍に向上
24時間365日のサポート実現により
運用負荷も大幅に軽減
名古屋大学大学院理学研究科 高エネルギー素粒子物理
学研究室では素粒子物理学研究のための大規模計算機環
境をPCクラスタ・システムで整備し、PCサーバやストレージ
を毎年追加することでシステム・リソースの拡充を図ってき
た。だが、従来はその運用管理を研究者自身が行ってきたこ
とで、年々、サーバ管理の負担が増加。研究に支障を来た
すまでになっていた。そこで2006年から、その解決に向けた
5カ年計画に着手。そして、その3年目となる2008年に選定
されたのが、PowerEdge 1950ⅢとPowerEdge R300、
PowerVault MD1000で構成されるHPCシステムだった。



サーバ管理の負担増が
素粒子研究の妨げに

　2008年、名古屋大学出身の小林誠氏
と益川敏英氏が、素粒子理論の代名詞と
いえるフレーバー物理の一翼を担う「小林・
益川理論」でノーベル物理学賞を受賞した
ことは記憶に新しいだろう。その小林・益
川理論における「CP対称性の破れ」現象
の解明など、数々の実績を上げてきたの
が、名古屋大学大学院理学研究科 高エ
ネルギー素粒子物理学研究室（以下、N
研）である。1982年に学内に設置された
高エネルギー実験データ解析施設により
様々な物理成果を出してきたことをはじめ、
2008年10月には、国内外の二大国際共
同実験（Belle実験、LHC実験）を効率的
に推進し、かつ理論と実験グループを有機
的に連携組織することを目的に「タウ・レプ
トン物理研究センター」も新設、今後、さら
なる成果が期待されている。
　N研が手掛ける素粒子物理学の研究で
は、新たな素粒子の発見などのために実験
データの物理解析やシミュレーション計算
が日々行われている。膨大な計算処理や
大量に発生するデータに対処するため、N
研では、PCクラスタを用いたHPC（High 
Performance Computing）による大規模
計算機環境を整備。研究内容の高度化
に対して、計算機サーバやストレージなどを
増設することで対応にあたってきた。
　名古屋大学大学院理学研究科 N研の
居波賢二助教は、「2000年頃からLinux
による汎用的なPCサーバを用いたPCクラ
スタ・システムを構築し、研究の高度化に
合わせてその拡張を続けてきました」と説明
する。
　そうした中で課題として浮上していたの
が、サーバ／ストレージの拡充に伴う管理
負担増だった。これまでN研では、システム
にまつわるコストを極力抑えるために研究ス
タッフ自身がシステムの調達をはじめ、OS
のインストールや設置、さらには運用管理や
メンテナンスを行ってきた。だが、システム
の拡充と共に管理負荷も年々高まり、
2005年ごろには数カ月に1度、1週間ほ

ど貴重な研究時間がメンテナンス業務に割
かれるまでになっていたという。

ストレージ障害時の
迅速なサポートが不可欠

　一方、データ保護に関する問題も浮上し
ていた。PCクラスタ・システムのストレージ
には実験で収集されたデータに加え、各研
究者が独自に分析したデータも保存されて
いる。だが、ストレージには冗長化等の対
策が講じられておらず、システム障害が発
生するとデータにアクセスできなくなったり、
最悪のケースではデータが消失してしまった
りするなど、研究を進められなくなる事態が
起きていた。
　名古屋大学大学院理学研究科 N研 
の原康二特任助教は、「これまでもストレー
ジにトラブルが発生する都度、交換作業を
行うとともにデータの復旧作業を行っていま
した。しかし、復旧作業を行ってもデータを

名古屋大学大学院理学研究科
高エネルギー素粒子物理学研究室
居波賢二 助教

ストレージの冗長化により
信頼性を確保できたことに加え、
24時間365日の
サポート体制を得られ、
安心して研究に
専念できるようになりました

——居波賢二 助教

復元できる保証はありません。過去の研究
を無駄にせず、また、研究者が研究に打ち
込める環境を整備するためにも、信頼性の
高いストレージ環境を構築するとともに、保
守サポートを外部に委託することが必要と
なっていたのです」と、当時を振り返って語
る。
　これらの課題解決に向け、N研では
2006年に入りシステム増強のための5ヵ
年計画を策定。その基本方針として、「毎
年、その時点で最もコストパフォーマンスの
良いPCサーバとストレージを増設し、処理
能力とデータ容量を拡充させる」、そして

「保守サポートを外部のSIベンダー委託す
る」ことを掲げた。
　この計画に則り、N研は2006年以降、
毎年入札を実施することでシステムを順次
拡張してきた。そして、3回目の調達となる
2008年6月に追加システムの要件定義書
を新たに策定。ベンダー各社に入札を募っ
た。そして、最終的に選定されたのがHPC

名古屋大学大学院理学研究科
高エネルギー素粒子物理学研究室
原康二 特任助教

クアッドコア搭載の
PowerEdge 1950Ⅲを
追加導入したHPC環境では、
体感的に従来よりも1.5倍ほどの
パフォーマンス向上を得られています

——原康二 特任助教



テクノロジーズとデルの提案であった。

要件以上のサポート・レベルを
デル製品を活用して実現

　今回の案件を主導したHPCテクノロ
ジーズで代表取締役社長を務める鈴木則
道氏は、「以前よりN研のスタッフから、実
験データの解析にはとにかく多くの計算機
サーバやストレージが必要なことを聞かされ
ていました。そこで限られた予算の中、要
件に見合うシステムを提供できるようハード
ウェアの見極めに注力しました」と語る。そ
こで選択されたのが、計算機サーバに

「PowerEdge 1950Ⅲ」、ストレージ・サー
バに「PowerEdge R300」、そしてストレー
ジに「PowerVault MD1000」を用いると
いうものだった。鈴木氏はこれらの機器を
選定した理由について、「いずれの製品も
信頼性とパフォーマンスに優れていたこと、
そして、業界標準の技術で構成されたデル
のハードウェアであれば、他社製品よりも低
コストでより多くのシステムの提供が見込め
たからです」と説明する。
　HPCテクノロジーズは、デルの協力を仰
ぎながらサポート面でも独自の対応を図って
いる。今回作成された要件定義書には、

「導入時の初期不良を解消するため、事前
に納入機器のエージング・テストを実施する
こと」、そして「ハードウェア障害の発生時
には1週間以内に対応を完了させられるこ
と」といったサポート面に関する条件も記さ
れていた。
　対してHPCテクノロジーズは、24時間
365日の保守対応を基本として、計算機
サーバに障害が発生した場合は4日以内
に、一方、貴重なデータが保管されたスト
レージであれば当日4時間以内にオンサイト
にて対応するという、仕様書に求められて
いる以上のサポート案を提示。システム要
件に応じてサポート・レベルを柔軟に変更で
きるデルのメリットを生かすことで、運用時
の信頼性向上とサポート・コストの削減の
両立を図った。
　さらにデルの管理ツール「Open Mana 
ge」との連携により、CPUやファン、電源
といった筐体内での異状発生時にはメール
でHPCテクノロジーズとN研にアラートを自
動通知する機能も付加した。
　このようなHPCテクノロジーズとデルの
提案について、原特任助教は、「システム
の処理性能ももちろんですが、24 時間
365日対応という充実したサポートを提案し
てきたのはHPCテクノロジーズとデルだけ

であり、その内容には非常に満足していま
す」と評価する。

アクセスの集中を避けるため
ストレージを分散配置

　2008年9月の応札後、HPCテクノロ
ジーズは直ちに実機を取り寄せると、約1
週間をかけてエージング・テストを実施。10
月末には、ハードウェアの初期不良等を排
した万全の状態で、追加サーバ／ストレー
ジ・システムの納入を完了させた。
　今回のシステムの特徴は、16台のスト
レージそれぞれにストレージ・サーバを用意
することで、ネットワーク内にストレージを分
散配置している点だ。一般にストレージの
集約率が高まるほどストレージ・サーバへの
アクセスが増し、データI/Oにおいてボトル
ネックとなる可能性が高くなる。しかし今回
のケースでは、ストレージを分散させたこと
で、ボトルネックの発生を回避するようにし
ている。
　システムは稼働を開始して以来、特にト
ラブルが発生することもなく安定稼働を続
けている。処理速度も向上し、既存の分
析サーバを利用した時と比較して、体感的
に1.5倍ほど早く計算を完了させられている

Public Network

Job

ストレージ・サーバ×16
PowerEdge R300
Intel® Xeon® X3353（クアッドコア）×1
8GB Memory
160GB x2（RAID1）

計算機サーバ×50
PowerEdge 1950Ⅲ

Intel® Xeon® X5460（クアッドコア）×2
8GB Memory

160GBx1（None RAID）

ディスク・ストレージ×16
PowerVault MD1000
1000GB x15

■システム構成図

今回、追加拡張された名古屋大学のHPCシステム

DELL ON UNIVERSITY NAGOYA UNIVERSITY HIGH ENERGY PHYSICS LABORATORY



という。
　また、充実した保守サポート体制が築か
れたことで、新システムに不具合が発生し
ても、ストレージの場合は当日内での対応
を実現。障害が起きても、研究に支障をき
たすおそれは大幅に低下した。さらに障害
検知機能によってトラブルの予兆を察知で
きるようになり、トラブルの事前防止も可能
になった。
　これらに加えて居波助教は、改善ポイン
トとして次のような点を挙げる。
　「過去に導入したマルチベンダー化して
いたシステムでは、ベンダーのサポート窓口
も分散し、トラブルが発生した際に問題解
決が長引くこともありました。しかし、今回
の追加システムでは窓口がHPCテクノロ
ジーズに一本化されているほか、同社とデ
ルの連携による充実したサポート体制も確
立されたことで、こちらからの問い合わせ等

についても迅速に対処してもらえます」（居
波助教）
　N研では今後、ストレージ・システムの増
加を踏まえ、効果的な負荷分散を可能とす
るシステムの導入も視野に入れており、そこ

でのHPCテクノロジーズとデルの提案にも
期待を寄せているという。最先端の物理学
研究を支えるPCクラスタ・システムに、今
後どのような機能拡張が施されていくのか。
これからのN研の取り組みが注目される。

Solution Partner from 

　今回、PowerEdge 1950ⅢとPowerEdge R300、PowerVault 
MD1000によって構成された HPCシステムの設計、導入を担当し
たのが HPCテクノロジーズである。代表取締役社長の鈴木則道氏
によると、同社はシステム・インテグレータとしての経験を通じ、
標準技術で構成されたデル製品に魅力を感じて2年前ほど前から
デルのパートナーになったという。
　「標準技術の採用によるメリットは、やはりコストを抑えながら
も高性能なシステムを提供できる点にあります。標準技術を採用
したデル製品であれば N研の要望に応えられると確信していまし
た」（鈴木氏）
　さらにシステムが実際に稼働するかを確認するため、デルの本
社内で実機でのテストも事前に実施。鈴木氏は「ディスクへのアク
セス速度など処理能力を上げるために BIOSに対する細かなチュ
ーニング作業も行いましたが、デルから技術的な支援も充分に受

けることができました」と話す。
　また、N研へのヒアリングを通じ、鈴木氏は N研が運用負荷とス
トレージのトラブルに悩まされていることを十分に把握。ストレー
ジ用サーバにコストパフォーマンスに優れ、かつ高信頼性で定評
のあるPowerEdge R300を選択するとともに、仕様書以上のサポ
ート・レベルの実現に取り組んだのは、この課題を解決したいと強
く考えたからだ。
　「計算機サーバはたとえ1台がダウンしたとしても、分析作業に
さほど影響はありません。しかし、ストレージに障害が発生した場
合、その中に保存されたデータにアクセス不可能となるため、研
究を一切進めることができなくなります。そうしたことから、計算
機サーバ以上にストレージを重要視し、そのサポート・レベルを
高く設定したというわけです」（鈴木氏）
　鈴木氏は、「小林氏と益川氏が受賞したノーベル賞は、まさに N
研で研究が進められている、期待の大きい分野です。ぜひ HPCテ
クノロジーズとしてもシステム導入／構築を支援させていただき、
科学技術の発展に貢献していきたいと強く考えていました。そうし
た中で、提案から入札、そしてシステム導入に至るまで、デルから
は技術面を始めたとした様々なサポートを提供してもらい、非常
に助けられたと実感しています」とコメントしている。

運用負荷の軽減を目指し、充実したサポート体制を提供

HPCテクノロジーズ株式会社
http://www.hpc-technologies.co.jp/

HPCテクノロジーズ株式会社
代表取締役社長
鈴木則道氏

 本社　　 
 設立　　 
 資本金　 

HPCシステムの提案・構築を事業の中核に据え、「HPCに求められる
基本的な部分を着実に固める」ことを事業理念とし、科学技術の発展
に積極的に貢献することを目指す。HPCハードウェア構築とHPCシス
テム・インテグレーション・サービスを統合し、高水準のHPC環境を提
供し続けてきたことにより、顧客から高い評価を獲得している。

東京都千代田区飯田橋一丁目12番7号
2006年7月13日
5,700万円

N研のHPCシステム増強をサポートしたデルのスタッフ
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